
 1

岐阜市長 様 
 
 
 
 
 
 

産業廃棄物不法投棄現場 
燃焼ガス発生状況調査業務委託 

 
報 告 書 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 18年 12月 

 
 

株式会社 環境科学研究所 
 
 
 

平成19年 1月



 2

 
 
 
 

目   次 
 
 
 
1. 目的 .................................................................................................................................1 
2. 調査地点 ..........................................................................................................................1 
3. 調査項目 ..........................................................................................................................1 
4. 調査日 ..............................................................................................................................1 
5. 採取・分析方法................................................................................................................3 
6. 調査結果 ..........................................................................................................................4 
 



 1

 
1. 目的 

 
本調査は、産業廃棄物不法投棄事案に関し、廃棄物層内で燃焼している箇所のボーリング

孔及びその周辺のボウリング孔におけるガスの発生状況を調査し、燃焼の状況を把握すると

共に、周辺住民の健康の保護及び生活環境を保全することを目的とする。 
 

2. 調査地点 
 
調査地点は、b-23、b-30、b-31、b-36、b-38、b-43、B-01及びｂ-40 の計 8地点 
調査地点図を図-1に示す。 
 

3. 調査項目 
 

b-31  ：水素、酸素、一酸化炭素、二酸化炭素、窒素、メタン、硫化水素、ダイオキシ
ン類、塩化ビニルモノマー、定性分析 GC-MS  10項目 

その他 ：水素、酸素、一酸化炭素、二酸化炭素、窒素、メタン、硫化水素  7項目 
 
また、いづれの地点も、ガス温度・ガス圧の測定も併せて測定した。 
 

4. 調査日 
 
平成 18年 9月 29日 金曜日 
平成 18年 11月 2日 木曜日 （ｂ-40） 
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図-1  調査地点図

ｂ-40 
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5. 採取・分析方法 
 
ガス採取は直接採取で実施した。 
分析方法は表－1に示す。 
 

表－1 ガスの測定方法 
項 目 測 定 方 法 
メタン 
二酸化炭素 
一酸化炭素 
酸素 
窒素 
水素 

GC－TCD 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 高分解能 GC-MS (JIS K 0311 に準じた方法) 
塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ GC-MS 
定性分析 GC-MS 
ガス温度 温度計センサー部を GL0ｍ程度にあわせて測定 

ガス圧 測定孔上部に管を通した栓をして、その管をマノスター
ゲージ（圧力計）に繋いで測定 
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6. 調査結果 
6-1. 調査結果 

測定結果を表－2に示す。 
 

表－2 内部ガス測定結果一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－2 内部ガス測定結果 
 
ガス圧の測定結果をみると、50Pa以上がｂ-30・ｂ-31、20Pa以上がｂ-23・ｂ-40である。
最も高かったのがｂ-31で 78Paであった。 
ガス温度の測定結果をみると、50℃以上であったところはｂ-30・ｂ-31・ｂ-36 の 3 地点
である。最も高かった場所はｂ-31で 75.2℃であった。 
ガス濃度の測定結果をみると、二酸化炭素が 10％以上でメタンが 1％以上の場所は、ｂ

-38・ｂ-43・B-01・ｂ-36の 4地点、二酸化炭素が 1％未満の場所はｂ-23・b-30の 2地点で
あった。また、二酸化炭素が 10％以上で水素及び一酸化炭素が検出された場所は、ｂ-31の
1地点、水素は検出されなかったが一酸化炭素が検出された場所はｂ-40である。ｂ-31は他
の地点と異なり測定孔から白煙をあげ焦げくさいにおいが漂っている状況であった。 

調査地点 b－23 b－30 b－31 b－36 b－38 b－43 B-01 b-40
ガス温度 ℃ 47.2 57.2 75.2 51.5 41.6 43.8 44.4 19.9
ガス圧 Pa 34 66 78 17 4 7 10 22

水素 % <0.1 <0.1 1.2 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1
酸素 % 19 19 3.5 1.5 1.0 1.4 1.3 2.6

一酸化炭素 % <0.05 <0.05 1.2 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.11
二酸化炭素 % 0.79 0.88 12 14 20 21 18 11
窒素 % 78 77 80 75 42 29 56 85
メタン % <0.05 <0.05 0.45 6.6 36 46 22 0.09
硫化水素 ppm 0.28 0.012 0.75 3.8 8.9 7.6 1.2 0.084

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ mg/m3 0.16
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 ng-TEQ/m3N 95
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また、ｂ-31では塩化ビニルモノマー、ダイオキシン類及び定性分析も合わせて測定した。 
b-31地点における定性分析の結果を表－3に示す。 
 

表－3   b－31における定性分析結果 

 
 
塩化ビニルモノマーは 0.16mg/m3、ダイオキシン類は 95ng-TEQ/m3Nであった。 
定性分析では、アセトン、ペンタン、1,1,-ジメチル-シクロプロパン、2-メチル-1-ペンテン、

2-メチル-フラン、ヘキサン、ベンゼン、トリクロロエチレン、2,5-ジメチル-フラン、ヘプタ
ン、トルエン、オクタン、2,4-ジメチル-1-ヘプテン、エチルベンゼン、m,p-キシレン、スチ
レン が確認された。 

 
参考として、大気中の塩化ビニルモノマーの指針値は 10μg/m3（年平均値）、ダイオキシ

ン類の環境基準値は 0.6pg-TEQ/m3（年平均値）、ダイオキシン類の排出基準は 1～
10ng-TEQ/m3Nである。 

1 アセトン
2 ペンタン
3 1,1,-ジメチル-シクロプロパン
4 2-メチル-1-ペンテン
5 2-メチル-フラン
6 ヘキサン
7 ベンゼン
8 トリクロロエチレン
9 2,5-ジメチル-フラン
10 ヘプタン
11 トルエン
12 オクタン
13 2,4-ジメチル-1-ヘプテン
14 エチルベンゼン
15 m,p-キシレン
16 スチレン
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図－3  ガス圧測定結果分布 

ガス圧 
     50Pa～ 
     20～50Pa 
     ～20Pa 
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図－4  ガス温度測定結果分布 

ガス温度 
     50℃～ 
     30～50℃ 
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図－5  ガス濃度測定結果分布 

ガス濃度 
     CO2：10％～・CH4：1％～ 
     CO2：10％～・CH4：～1％・CO及びH2：検出 
     CO2：10％～・CH4：～1％・CO：検出 

CO2：～1％ 
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6-2. まとめ 

 
一般的な廃棄物埋立地の時間的推移として、好気性分解期・嫌気性酸発酵期・メタン生成

期・土壌化期に分けられるとされる。 
好気性分解期は、拡散浸入してくる酸素によって、好気性分解が起こる。 
嫌気性酸発酵期は、廃棄物内の有機物が加水分解・酸発酵により、揮発性有機酸、炭酸ガ

ス、水素などが生成される。 
メタン生成期は、メタンが生成される期間で、揮発性有機酸はメタンガスと炭酸ガスに分

解される。また、水素と炭酸ガスからメタンが合成される反応もある。 
 
揮発性有機酸          炭酸ガス  +  メタン 
炭酸ガス + 水素        メタン  
 
土壌化期は、廃棄物内の有機物が少なくなり、廃棄物の酸素消費能が弱くなるので空気中

の酸素等が廃棄物層中に拡散浸入し空気中と同じ様になる。このようになれば安定化したと

いえるようになる。 
 
 
今回の発生ガス調査の結果から、酸素濃度が高い好気性環境にあるのがｂ-23・ｂ-30、 
酸素濃度が低い嫌気性環境にあるのがｂ-31・ｂ-36・ｂ-38・b-40・ｂ-43・B-01というこ
とが判る。 
嫌気性環境の中でｂ-36・ｂ-38・ｂ-43・B-01 は、メタンが高い。メタン生成期にあるも
のと考えられる。 

b-31は、メタンはそれほど高くなく、水素及び一酸化炭素が検出され、また、ダイオキシ
ン類も検出されている。地下で高温にて化学反応が進んでいるものと考えられる。 
ｂ-40 は、メタンはそれほど高くなく、一酸化炭素が検出されている。ガス温度は低いた
め定かではないが、遠くで発生している一酸化炭素が流れ込んでくる経路があるのか、ある

いは b-40の近くの地下でも化学反応が進んでいるとも考えられる。 
 
 
 

 

メタン菌 

メタン菌 
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